
  詳細は、別紙参照

８ 受講申込
  所定申込書（別紙）に必要事項を記入の上、

  令和７年４月２１日（月）１７：００必着で提出してください。

  また、振込手数料は各自でご負担お願いします。

７ 研修日程・内容
  本研修会は、基礎研修および実践研修両方の受講を前提に、

令和７年度 第１回

１ 目 的
  強度行動障がいの状態で示す者の障がい特性の理解及び支援方法を取得し、
 行動障がい児者に対する適切な支援を行う職員の人材育成を図ることを目的とする。

２ 主 催

強度行動障害支援者養成研修（基礎研修・実践研修）開催要綱

  スケジュールの組み立てを行い、３日間の短期で構成されています。

５ 受講定員
  １２名

６ 受講料
  ￥３３，０００－（税込） 資料代、テキスト代全て含みます。
  受講決定時に請求書等の関係書類をお送りいたします。

４ 受講対象者
  現に障害福祉サービス事業所等において、知的障害、精神障害のある児者を支援対象に
 した業務に従事している者、もしくは今後従事する予定のある者。

  株式会社Ｇｌｏｒｙ．２０１５

３ 開催日及び会場
  開催日：令和７年４月２７日（日）、５月３日（土祝）、４日（日）３日間
  会 場：株式会社Ｇｌｏｒｙ．２０１５
       大分市大字寒田８７１番地の１ 弘貴建設工業ビル１０１



  ・資料、テキストは全て受講料に含めておりますので、筆記用具と室内用スリッパの
  ２点を持参いただければ、受講できます。
  ・駐車場等での事故等については一切責任を負いかねますので予めご了承ください。
  ・欠席、遅刻、早退は後日補講を行い、全カリキュラム受講後に
  修了証を授与します。（原則有料での対応）

１２ 受講申込書の送付・お問い合わせ先
   株式会社Ｇｌｏｒｙ．２０１５
    〒８７０－１１２３
    大分市大字寒田８７１番地の１ 弘貴建設工業ビル２０３
    ＴＥＬ：０９７－５７６－８２１５
    ＦＡＸ：０９７－５７６－８２１６
    E-mail：info@glory-2015.co.jp
    担 当：平川 奉也

  ・昼食は各自で用意願います。ただし、宅配・出前サービスの利用は講義の妨げに
  なりますのでご遠慮願いします。
   最寄りのコンビニは、ローソン寒田店（約４５０ｍ徒歩６分）です。

１０ 個人情報
  研修参加の手続きの際にお聞きした個人情報は、参加の承認、受講料の徴収
 お知らせ等に利用するとともに、研修修了者の報告として大分県に提供します。

１１ その他

９ 受講の可否決定及び通知の送付
  ●発送時期：申込書到着後２日前後（土日祝除）

  ●通知先：申込書に記載していただいた連絡先（メール、FAXでの御協力をお願いします。）
  ただし、4/6-4/13の期間は担当者が出張の為、4/15頃発送になる場合があります。
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行動を見る視点

講義 基３
17：15～18：45

④特性の分析 特性の把握と適切な対応

①支援を組み立てるための基本 強度行動障害の支援に必要な知識

演習 実１
14：00～15：00

①アセスメント方法 具体的なアセスメントの方法

演習 基２
12：25～14：25

③強度行動障害の理解 困っていることの体験

演習 基２
16：10～17：10

①基本的な情報収集

障害特性に基づいた支援

8:45 振り返り 第１日目の振り返り

演習 基２
10：05～11：05

②チームプレイの基本 支援手順書に基づく支援の体験

講義 基２
9：00～10：00

④チームプレイの基本 チームプレイの必要性

8:40 開場・受付

演習 実１
15：10～17：10

強度行動障害支援者養成研修（基礎・実践研修）プログラム２日目

MEMO

時間帯 講義名 内 容
8:30 開場・受付

強度行動障害支援者養成研修（基礎・実践研修）プログラム１日目

強度行動障害の状態

行動障害が起きる理由

30

①アセスメント方法 障害特性に基づくアセスメント

演習 実２
17：15～18：15

②手順書の作成 アセスメントに基づく支援手順書の作成①

行動障害と虐待防止

講義 実１
11：15～13：15

8:45 開講にあたって 注意事項・研修のねらい

支援の基本的な考え方

講義 基１
10：35～11：35

①強度行動障害の理解

講義 基１
9：00～10：00

②研修の意義

昼休み

講義 基２
14：35～16：05

③支援のアイデア

昼休み

講義 基１
10：05～10：35

①強度行動障害の理解

障害特性の理解
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チーム支援の実際

振り返りと修了証授与

児童期及び成人期における支援の実際

演習 実３
11：05～12：35

②組織的なアプローチ 組織的なアプローチの重要性

講義 基２
16：15～17：15

⑥実践報告

講義 基２
15：45～16：15

昼休み

演習 実２
9:00～11：00

②手順書の作成 アセスメントに基づく支援手順書の作成②

講義名 内 容

MEMO

講義 実２
17：15～17：45

③実践報告

講義 任意
17：50～18：20

３日間通しての振り返り

90 ③記録の分析と支援手順書の修正

講義 実１
13：25～14：25

②研修の意義

時間帯

8:45 振り返り 第２日目の振り返り

家族の気持ち

演習 実４
14：30～15：30

④関係機関との連携 関係機関との連携の方法

記録の方法

記録の分析と支援手順書の修正

8:40 開場・受付

強度行動障害支援者養成研修（基礎・実践研修）プログラム３日目


